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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【転入】
・藤井　理代様～西病棟Bユニット22号室→東病棟合併症室

【転出】
・佐藤　茂男様～東病棟Bユニット3号室→北病棟303号室
・宝田　敬男様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット122号室

＜患者様連絡事項＞
・小澤　薫様～モニター面会で措置解除面談を実施し、措置入院から医療保護入院に切り替えている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、脱衣や迷惑行為あり介入にも自制出来ず、早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離。自室やホールにて静穏に過ごされている。妄想言動あるが不穏興奮、他患トラブルなし。15時、主治医診察にて興奮や粗暴行為がみられなくなったため、隔離終了となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放中、女性部屋をみている事あるが接触はなし。見守り強化している。自室内では静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎 宏之様～臨時薬同内容にて7日分処方している。

・佐々木 理佳様～臨時薬フェキソフェナジン追加し他は同内容にて処方継続している。

・新坂 ニガ様～臨時薬同内容にて処方継続。バルンカテーテル留置のままでも可能な施設を探して申し込んでいくように、食事に関しては栄養と相談して徐々にあげていくように指示あり栄養へ声掛けている。

・木口 柊太郎様～臨時薬リスペリドン中止、ロドピン増薬している。主治医より外泊は4/12からの外泊が最後とし、その外泊で自宅での受けいれが可能かどうか見極めてほしいことを家族へ説明しておくように指示あり。自宅退院可能かどうかの返答は4/28までに返答をいただき、自宅退院が困難であれば施設を探すように、自宅退院可能であればおそくてもゴールデンウイーク明けには退院できるように調整をとのこと。また外出、外泊から帰院時は毎回コロナ、インフル抗原検査実施すように指示あり。西病棟への転出可。

・古積 幸太様～臨時薬同内容にて処方継続。歯痛の訴えありIFオーダーカロナール(200)処方し指示でている。ただし、歯痛の頻度が増えてくるようであれば歯科受診するように主治医より本人へ説明している。西病棟へ転出可。

・川村 享様～臨時薬同内容にて処方継続。西病棟へ転出可。退院支援すすめていくように指示あるので担当スタッフは対応お願いします。

・宝田 敬男様～臨時薬同内容にて処方継続。血糖測定は本日で終了。南病棟へ転出可。

・三浦 百合子様～食事摂取量少ないもおいしくないと話され、ふりかけなどがあれば少しは食べれると話され形態に関しても栄養と相談していくように指示あり、栄養へ連絡している。それでも増えないようであれば家族に差し入れなども検討していくようにとのこと。臨時薬はミルタザピン追加している。南病棟への転出に関しては可能であればもう少し食事摂取量が改善してからの方がよいが、来週以降であれば移動可とのことであった。
・外舘 壽子様～臨時薬同内容にて処方継続。スマホ使用許可あり。レカネマブに関して本人様が少し悩んでいるとのことで、主治医よりやらないのであれば言ってくださいと説明している。

＜田名部Dr診察情報＞
・処方指示変更なし

＜皮膚科診察情報＞
・長岡　明美様～ソフラチュール＋イソジンシュガー、白い部分にブロメライン軟膏にて処置するよう指示有り。

[bookmark: _GoBack]以外指示変更なし。



